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についてについて

大淀町行財政改革推進本部



数字で見る

大淀町の現状



町債
5億7250万円

繰入金
8億2737万円

国・県支出金
7億9776万円

使用料・手数料
1億9264万円

分担金・負担金
1億3412万円

地方交付税
23億6725万円

その他
9億1284万円 町税

20億91万円

地方譲与税
8095万円

町税 地方交付税 地方譲与税 分担金・負担金 使用料・手数料
国・県支出金 繰入金 町債 その他

平成１５年度歳入決算額の状況 歳入決算額　７８億８６３４万円



その他
１億２５１４万円普通建設

１１億７１７１万円

公債費
１１億７９７１万円

一部事務組合
負担金

７億７７５１万円 繰出金
６億７３０６万円

補助費等
５億８４９６万円

扶助費
５億３００７万円

物件費
９億８８２３万円

人件費
１６億５９１２万円

人件費 物件費 扶助費
補助費等 繰出金 一部事務組合負担金
公債費 普通建設 その他

平成１５年度歳出決算額の状況 歳出決算額　７６億８９５１万円



主な財務指標の推移

８．１７．７８．７起債制限比率

９１．４８７．１８３．１経常収支比率

０．４７０．４５０．４４財政力指数

平成１５年度平成１４年度平成１３年度

地方債の元利償還金に充てられた一般財源のうち，
地方交付税措置されるものを除いた額の，標準財政
規模に対する割合をいいます。

財政構造の弾力性を示す指標で、経常経費に充て
た一般財源の経常一般財源に対する割合です。８０％
を超えると弾力性が失われつつあるといわれます。

普通交付税の算定に用いる基準財政収入額を，基
準財政需要額で除した数値をいい，財政力を示す指
数です。この指数は１に近く，あるいは１を超えるほ
ど財政的に余裕がある団体といわれます。

財政力指数

経常収支比率

起債制限比率



財政状況の推移
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行財政改革の推進に向けて行財政改革の推進に向けて
の取り組みの取り組み



外的環境

地方行財政を取り巻く環境は厳しい状況

景気の低迷 長期債務残高拡大 少子高齢化進展

地方分権の進展

行財政基盤の拡充 自立能力の向上

内的環境 地方交付税交付金などの歳入の減少

重要施策の実施による歳出の拡大

自主財源の減少

行政経費の拡大

今後…
高齢化率の上昇等

行財政改革の推進が必要



キャッチフレーズ

住民が今後も安心して暮らせるまち、さらには誰もが住みたくなるまちを
築くため、行財政全般にわたる改革を推進します。

テーマ

行財政改革「６つの柱」

大淀町行財政改革の実現

意識改革

１

組織改革

４

事務改善
２

住民参加

５

事業評価
３

健全財政
６

『リフォームプラン おおよど』
～“誰もが住みよいまち”を目指して～



キーワード？1.意識改革 変化変化!!!!

大淀町の現状と将来の展望についてすべての職員が理解し、安泰から危機へと意識を変化さ
せます。また能力を最大限に発揮できる体制を確立するため、仕事にやりがいや働く喜びを見
いだすことができるシステムを構築します。さらにコスト意識や迅速な対応を常に心がけ、「行政
のプロ」としての自覚と責任感をもった職員を養成します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・「リフォームプランおおよど」策定への職員全員参加

・職員研修の充実

・自己申告制度の検討

・業務の専門職化と定期的な異動の実現

・功績（自己及び相互）評価制度の確立

・「リフォームプランおおよど」の達成度の検証と見直し　ｅｔｃ．

アクションプラン



キーワード？2.事務改善 原点原点!!!!

行政事務事業全般について、単なる見直しではなく、本来の目的、現状、効
果及び成果を原点（ゼロ）から徹底的に検証のうえスクラップアンドビルドを
行い、コストと効果のバランスがとれた事務事業を実施します。　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　

・事務事業改善計画の作成（事務事業の原点からの分析と見直し）

・公共（的）施設の統廃合の検討

・電算システムの有効利用

・補助金の見直し

・民間委託の推進

・重複事務の一元化の推進

・事務事業改善計画の達成度の検証と見直し　ｅｔｃ．

アクションプラン



キーワード？3.事業評価 循環循環!!!!

事務事業の企画、実施、評価、見直しの循環を習慣化することにより、事務
事業の目的、達成度等を明確化する一方で、顧客（住民）満足度を高めるこ
とに努めます。平成１４年度から実施している事業評価の充実を図るととも
に、外部監査制度の導入を検討します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・事業評価と事務事業改善計画との相互検証

・外部評価制度の具体的な検討　ｅｔｃ．

アクションプラン



キーワード？4.組織改革 即効即効!!!!

職員が職員のために業務を遂行するのではなく、あくまでも迅速な住民サー
ビスを目的として、フレキシブルに対応できる組織を確立します。　　　　　　　

・定員管理計画の策定

・組織のフラット化と横断的な管理職の配置（縦割打破）　ｅｔｃ．

・人事給与制度の見直し

・中長期的な組織体制の検討

アクションプラン



キーワード？5.住民参加 協働協働!!!!

常に住民と行政が同じ目線に立ち、双方の協力関係が不可欠であること理
解し、施策の立案段階から住民の積極的な参画を促し、官民協働によるま
ちづくりを実現するため、各種住民自治（協働）制度の導入を検討します。

・住民自治制度の導入による効果の検証

・パブリックコメント制度の検討　ｅｔｃ．

・積極的な情報提供及び共有

・住民と行政によるパートナー制度の検討

アクションプラン



キーワード？6.健全財政

徹底的なコストダウンを図って税金の値打ちを１００％生かし、国等に依存し
ない強い行財政基盤を確立することに努めます。住民にとって魅力的なまち
であるとともに、誰もが住みたくなる大淀町であることを最大の目標に行政

施策を展開します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・財政予測の作成による計画的な事業執行

・収納率の向上対策　ｅｔｃ．

・定員管理計画の策定と人件費の抑制

・定住促進施策の検討

アクションプラン

自立自立!!!!



行財政改革推進本部
四役・部局次長

特別部会（専門部門）
課長・課長補佐級

本会議
常任委員会
特別委員会

行政改革推進委員会
学識経験者10人以内

各種団体代表
公募委員

等

審議・提案

報告・提案

諮
問

・
説
明答

申
・
提

案

報
告

・
提

案

報
告

・
説

明

情報共有・施策評価
官民協働・パブリックコメント

三者による改革
職員

町　長

町　民

議　会

大淀町行財政改革推進全体図



行財政改革推進プロジェクトチーム

行財政改革ワーキンググループ

各課職員

指示 報告
提案

大淀町行財政改革事務フロー図

調整
協議 報告

報告
説明

提案
協議

指示・把握 提案・進言

町長

行財政改革推進本部
四役・部局次長

特別部会（専門部門）
課長・課長補佐級



　　

6.行財政改革
「実施項目」策定

3.基本目標の策定

1.「基本方針」の決定

事務事業調査実施

2.職員意識アンケート

ヒアリング実施

7.財政予測作成

8.実施計画策定
（『リフォームプランおおよど』完成）

行財政改革スケジュール（案）業務フロー

5.事務事業調査

9.次の
ステップ

平成17年度
予算編成住民周知

ワーキング実施

行財政改革推進本部

特別部会

4.改革項目のカテゴリ分け

現在の進捗


